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1.1-1-1

補足資料１．１－１

能登半島の地質・地質構造に関する文献調査



能登半島周辺海域の地質分布

能登半島西方海底地質図（岡村，2007a）（凡例は次頁左） 能登半島東方海底地質図（岡村，2002）（凡例は次頁右）

志賀原子力
発電所

1.1-1-2

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-2 再掲



能登半島周辺海域の地質分布 -凡例-

能登半島西方海底地質図凡例（岡村，2007a） 能登半島東方海底地質図凡例（岡村，2002）

1.1-1-3

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-3 再掲



能登半島北部沿岸海域の地質構造

能登半島北部沿岸海域の地質構造と活断層セグメント（井上・岡村，2010）

1.1-1-4



能登半島北部域海陸の地質分布

能登半島北部域海陸シームレス地質図（井上ほか，2010）（凡例は次頁）

1.1-1-5

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-4 再掲



能登半島北部域海陸の地質分布 -凡例・層序対比図-

*

能登半島北部海陸層序対比図（井上ほか，2010）

*： 新第三紀/第四紀境界の
年代は， IUGS（国際地質
科学連合）の年代層序表
において2.58Maに改訂さ
れている。

能登半島北部域海陸シームレス地質図凡例（井上ほか，2010）

1.1-1-6

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-5 再掲



能登半島北部域海陸の地質分布

1.1-1-71：200,000 地質図幅 輪島（第2版）（尾崎ほか，2019）（凡例は次頁）



能登半島北部域海陸の地質分布 -凡例・層序対比図-

輪島地域の地質総括図（尾崎ほか，2019） 1.1-1-8

1：200,000 地質図幅 輪島（第2版） 凡例（尾崎ほか，2019）



能登半島南部の地質分布

1.1-1-9

志賀原子力
発電所

30km

石川県地質図（絈野，1993）から能登半島南部を抽出

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-6 再掲



1.1-1-10

能登半島東部域海陸の地質分布

20万分の1地質図幅「富山」（第2版）（竹内ほか，2023）（凡例は次頁）

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-7 再掲



1.1-1-11

能登半島東部域海陸の地質分布 -凡例①-
第1193回 審査会合 資料2-2

P.1.1-1-8 再掲



能登半島東部域海陸の地質分布 -凡例②-

1.1-1-12

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-9 再掲



能登半島の地質分布

能登半島の火山岩類の地質概略図（日本地質学会（2006）に加筆）

・能登半島北部には陸弧（大陸縁の火山弧）的な化学組成の特徴をもつ玄武岩，安
山岩，高マグネシア安山岩などのマグマが新生代古第三紀漸新世（26～30Ma）に多
量に噴出した（高洲山層）。

・中新世前期（20～22Ma）にも量は少ないが同様な活動があった（神和住層）。

・中新世前期末（15～17Ma）には半島北部で多量の酸性火砕岩が噴出し，中部では
洪水安山岩が噴出した。

・中新世後期の9Ma以後は，能登半島北西部の黒崎などで見られる高カリウム・マグ
マを先駆けとして，現在まで引き続く背弧的な島弧火山活動が開始された。

（日本地質学会，2006）

志賀原子力
発電所

1.1-1-13

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-10 再掲



能登半島の段丘面分布図（太田・国土地理院地理調査部，1997）

志賀原子力
発電所

1.1-1-14

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-11 再掲



能登半島の段丘面分布図(小池・町田，2001）

N37.5

E137.0

志賀原子力
発電所

1.1-1-15

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-12 再掲



能登半島西方重力異常図（上嶋ほか，2007） 能登半島東方重力異常図（上嶋ほか，2002）

志賀原子力
発電所

ブーゲー重力異常図（仮定密度2.3）
等値線及びスケールの数値は重力値を示す。単位はmgalで等値線の間隔は5mgal。

能登半島周辺の重力異常

1.1-1-16

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-13 再掲



0 10km

能登半島の活断層（加藤・杉山，1985：50万分の1活構造図「金沢」）

1.1-1-17

志賀原子力
発電所

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-14 再掲



能登半島の活断層（池田ほか，2002：第四紀逆断層アトラス）

0 10km

志賀原子力
発電所

1.1-1-18

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-15 再掲



能登半島の活断層（杉戸・堤，2010：都市圏活断層図）

志賀原子力
発電所

1.1-1-19

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-16 再掲



志賀原子力
発電所

能登半島の活断層（産業技術総合研究所地質調査総合センター：活断層データベース）

1.1-1-20

活動セグメント

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-17 再掲



1.1-1-21

能登半島周辺の活断層(産業技術総合研究所地質調査総合センター：活断層データベース)

志賀原子力
発電所

30km

活動セグメント

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-18 再掲



1.1-1-22

能登半島周辺の活断層（今泉ほか，2018：活断層詳細デジタルマップ［新編］）

志賀原子力
発電所

30km

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-19 再掲



1.1-1-23

能登半島周辺の活断層（活断層研究会，1991：新編 日本の活断層）
第1193回 審査会合 資料2-2

P.1.1-1-20 再掲



1.1-1-24

能登半島の活断層（地震調査委員会，2005：邑知潟断層帯の長期評価）

志賀原子力
発電所

第1193回 審査会合 資料2-2
P.1.1-1-21 再掲



1.1-1-25

能登半島周辺の活断層（加藤・杉山，1985：50万分の1活構造図「金沢」）

0 10km

志賀原子力
発電所



1.1-1-26

能登半島周辺の活断層（日本第四紀学会（編）（1987）：日本第四紀地図，東京大学出版会）

0 20km

志賀原子力
発電所



1.1-1-27

能登半島周辺の活断層（富山県（1992）：10 万分の１富山県地質図及び同説明書）



1.1-1-28

能登半島周辺の活断層（吉岡ほか（2005）：全国主要活断層活動確率地図及び説明書）

0 50km



補足資料２．１－１

敷地周辺断層のM-Δ図

2.1-1-1



2.1-1-2

（1）敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層評価概要

No. 名称

連動の評価

長さ※1 マグニチュード※2 敷地からの距離※3追加の
連動評価

敷
地
近
傍
陸
域

① 福浦断層 3.2km 5.7 1.3km

②

和光台南の断層 [2km]

－

2.9km

高ツボリ山東方リニアメント [3.4km] 2.9km

高ツボリ山北西方Ⅰリニアメント [0.5km] 3.7km

高ツボリ山北西方Ⅱリニアメント [0.8km] 3.8km

③ 長田付近の断層 [2.5km] 3.7km

敷
地
周
辺
陸
域

④ 高浜断層 [3km] 5.6 7.4km

⑤ 富来川南岸断層 9.0km 6.4 10km

⑥ 矢駄リニアメント [6.8km] 6.2 11km

⑦ 谷内西方の断層 [2km] 5.3 12km

⑧ 酒見断層 11.0km 6.6 14km

⑨ 高爪山西方の断層 [1.5km] 5.1 16km

⑩ 横田付近の断層 [2.5km] 5.5 13km

⑪ 西谷内リニアメント [3.3km] 5.7 13km

⑫ 田尻滝西方の断層 [2km] 5.3 14km

⑬ 二口西方の断層 [1km] 4.8 14km

⑭ 越ヶ口西方の断層 [0.5km] 4.3 15km

⑮ 別所付近の断層 [1.7km] 5.2 15km

⑯ 小牧断層 [1.7km] 5.2 15km

⑰ 瀬嵐断層 [1km] 4.8 15km

⑱ 鹿島台リニアメント [0.6km] 4.5 15km

⑲ 眉丈山第1断層 [9km] 6.4 15km

⑳ 眉丈山第2断層 23.0km 7.1 15km

㉑ 徳田北方の断層 [3.4km] 5.7 20km

㉒ 富来川断層 5.6km 6.1 19km

㉓ 鹿島西断層 [4.4km] 5.9 20km

㉔ 緑ヶ丘リニアメント [5.2km] 6.0 21km

㉕ 曽福リニアメント [2.9km] 5.6 21km

㉖ 邑知潟南縁断層帯

邑知潟南
縁断層帯
-森本・富
樫断層帯

74km 7.9 37km

㉗ 西中尾リニアメント [11km] 6.6 23km

㉘ 下唐川リニアメント [3.3km] 5.7 23km

㉙ 小又西方の断層 [2.5km] 5.5 26km

㉚ 原断層 [1.5km] 5.1 27km

㉛ 能都断層帯
能都断層
帯-滝ノ坊

断層
30km 7.3 41km

※1：[ ]内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
※3：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

後期更新世以降の活動が認められない断層等①

対応する断層が認められない①

断層評価結果

第1193回審査会合 資料2-2
P.2.1-1-2 一部修正

志賀原子力発電所

多田

野寺

30km

① ③
②

⑫⑭
⑬

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

㉚

敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層分布図

凡 例

リニアメント・変動地形は判読されないが，
文献に図示された主な断層等

紫字は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所
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【Ｍ－Δ図（敷地周辺陸域（半径30km範囲）の断層）】

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

※1：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。

※2：小牧断層は別所付近の断層の●と重なっているが，「後期
更新世以降の活動が認められない断層等（●）」と評価。

敷地からの距離 Δ※1（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

【凡 例】

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

対応する断層が認められない

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層※3

青字：調査の結果，後期更新世以降の活動が認められない断層等と評価した断層
黒字：調査の結果，対応する断層が認められないと評価した断層

※3：後期更新世以降の活動が否定できない断層等のうち，断層名に下線付の表記をしているものは，
地表トレースの長さから推定されるマグニチュード（M）を示しているが，地震動評価にあたっては
孤立した短い活断層として評価を行う。

≪マーカー≫

第1193回審査会合 資料2-2
P.2.1-1-3 一部修正

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

①福浦断層
④高浜断層

⑤富来川南岸断層

⑥矢駄リニアメント

⑦谷内西方の断層

⑧酒見断層

⑨高爪山西方の断層

⑩横田付近の断層

⑪西谷内リニアメント

⑫田尻滝西方の断層

⑮別所付近の断層，⑯小牧断層※2

⑰瀬嵐断層

㉔緑ヶ丘リニアメント
⑲眉丈山第1断層

⑳眉丈山第2断層

㉑徳田北方の断層

㉒富来川断層

㉓鹿島西断層

⑬二口西方の断層
⑭越ヶ口西方の断層

㉕曽福リニアメント

㉗西中尾リニアメント

㉛能都断層帯-滝ノ坊断層

㉘下唐川リニアメント

㉚原断層

㉙小又西方の断層

⑱鹿島台リニアメント

㉖，Ⅱ邑知潟南縁断層帯-森本・富樫断層帯

紫下線は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所
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※1：Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
※2：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。

（2）敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層評価概要

No. 名称
連動の評価

長さ マグニチュード※1 敷地からの距離※2
追加の

連動評価

敷
地
周
辺
陸
域

Ⅰ 砺波平野断層帯（西部）

砺波平野断層
帯（西部）-高

岡断層
-富山湾西側

海域断層

123㎞ 8.3 40㎞

Ⅱ 森本・富樫断層帯

邑知潟南
縁断層帯-
森本・富樫

断層帯

74km 7.9 37km

Ⅲ 砺波平野断層帯（東部） 30km 7.3 57km

Ⅳ 呉羽山断層帯 35km 7.4 60km

Ⅴ 牛首断層帯 78km 8.0 80km

Ⅵ 跡津川断層帯 69km 7.9 85km

Ⅶ 御母衣断層 74km 7.9 94km

Ⅷ 福井平野東縁断層帯 45km 7.6 100km

Ⅸ
糸魚川－静岡構造線活断
層系（北部）

糸魚川－静岡構造
線活断層系

158km 8.5 165km

Ⅹ
糸魚川－静岡構造線活断
層系（中北部）

ⅩI
糸魚川－静岡構造線活断
層系（中南部）

ⅩII
糸魚川－静岡構造線活断
層系（南部）

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

断層評価結果

第1193回審査会合 資料2-2
P.2.1-1-4 一部修正

紫字は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所

敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層分布図

30km
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【Ｍ－Δ図（敷地周辺陸域（半径30km以遠）の断層）】

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

※1：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。

敷地からの距離 Δ※1（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

【凡 例】

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層

≪マーカー≫

第1193回審査会合 資料2-2
P.2.1-1-5 一部修正

紫下線は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所

Ⅲ 砺波平野断層帯（東部）

Ⅳ 呉羽山断層帯

Ⅷ 福井平野東縁断層帯

Ⅶ 御母衣断層

Ⅵ 跡津川断層帯

Ⅴ 牛首断層帯

Ⅸ～Ⅻ 糸魚川－静岡構造線活断層系

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅰ，ⓑ～ⓓ砺波平野断層帯（西部）-高岡断層-富山湾西側海域断層

㉖，Ⅱ邑知潟南縁断層帯-森本・富樫断層帯
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（3）敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層評価概要

No. 名称

連動の評価

長さ※1 マグニ
チュード※2 敷地からの距離※3

追加の
連動評価

敷
地
近
傍
海
域

Ⓐ 兜岩沖断層 4.0km 5.8 4.0km

Ⓑ 碁盤島沖断層 4.9km 6.0 5.5km

敷
地
周
辺
海
域

Ⓒ 海士岬沖断層帯
海士岬沖断層
帯-笹波沖断層
帯（東部）

34.2km 7.4 16km
Ⓓ 笹波沖断層帯（東部）

笹波沖
断層帯
（全長）

45.5km 7.6 17km

Ⓔ 笹波沖断層帯（西部）

Ⓕ 羽咋沖東撓曲 33.6km 7.4 20km

Ⓖ 能登島半の浦断層帯 11.6km 6.6 21km

Ⓗ 無関断層 [0.5km] 4.3 21km

Ⓘ 島別所北リニアメント [2.2km] 5.4 24km

Ⓙ
七尾湾調査
海域の断層

N-1断層 2.0km 5.3 25km

N-2断層 2.0km 5.3 26km

N-8断層 4.5km 5.9 24km

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層 [26km] 7.2 21km

Ⓛ 鈴木（1979）の断層 [13km] 6.7 22km

Ⓜ 羽咋沖西撓曲 23.0km 7.1 24km

Ⓝ 田中（1979）の断層 [16km] 6.8 25km

Ⓞ 前ノ瀬東方断層帯 29.5km 7.3 28km

※1：[ ]内の長さはリニアメント・変動地形または文献に示された長さ
※2：Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
※3：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

後期更新世以降の活動が認められない断層等①

対応する断層が認められない①

断層評価結果

敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層分布図

Ⓐ

ⒻⓂ

30km

5km

志賀原子力発電所

Ⓗ

Ⓙ
Ⓖ

リニアメント・変動地形は判読
されないが，文献に図示され
た主な断層等

凡 例

第1193回審査会合 資料2-2
P.2.1-1-6 一部修正

紫字は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所



Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

2.1-1-7

【Ｍ－Δ図（敷地周辺海域（半径30km範囲）の断層）】

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

※1：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。敷地からの距離 Δ※1（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

【凡 例】

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

対応する断層が認められない

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層※2

青字：調査の結果，後期更新世以降の活動が認められない断層等と評価した断層
黒字：調査の結果，対応する断層が認められないと評価した断層

※2：後期更新世以降の活動が否定できない断層等のうち，断層名に下線付の表記をしているものは，
地表トレースの長さから推定されるマグニチュード（M）を示しているが，地震動評価にあたっては
孤立した短い活断層として評価を行う。

≪マーカー≫

第1193回審査会合 資料2-2
P.2.1-1-7 一部修正

紫下線は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所

Ⓐ 兜岩沖断層

Ⓑ 碁盤島沖断層

Ⓕ 羽咋沖東撓曲

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層

Ⓛ 鈴木（1979）の断層

Ⓝ 田中（1979）の断層

Ⓜ 羽咋沖西撓曲

Ⓞ 前ノ瀬東方断層帯

Ⓓ，Ⓔ 笹波沖断層帯（全長）

Ⓙ N-8断層

Ⓗ 無関断層

Ⓙ N-2断層

Ⓙ N-1断層

Ⓖ 能登島半の浦断層帯

Ⓘ 島別所北リニアメント

Ⓒ，Ⓓ 海士岬沖断層帯－笹波沖断層帯（東部）
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※1：[ ]内の長さは文献に示された長さ
※2：Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
※3：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出

（4）敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層評価概要

No. 名称

連動の評価

長さ※1 マグニチュード※2 敷地からの距離※3
追加の

連動評価

敷
地
周
辺
海
域

ⓐ FU2（鈴木(1979)で示された断層） [60km] 7.8 32km

ⓑ 富山湾西側海域断層（南部）
富山湾西側
海域断層

砺波平野断
層帯（西部）
-高岡断層-
富山湾西側
海域断層

123km 8.3 40kmⓒ 富山湾西側海域断層（北部）

ⓓ TB3

ⓔ 猿山岬北方沖断層 41km 7.5 51km

ⓕ 猿山岬以西の断層 [24km] 7.1 36km

ⓖ KZ3（文科省ほか（2015）で示された断層）
KZ3・KZ4

16㎞ 6.8 44㎞

ⓗ KZ4（文科省ほか（2015）で示された断層） 26㎞ 7.2 57㎞

ⓘ FU1（鈴木(1979)で示された断層） [63km] 7.8 61km

ⓙ 猿山沖セグメント

能登半島北部
沿岸域断層帯

96km 8.1 65km

ⓚ 輪島沖セグメント

ⓛ 珠洲沖セグメント

ⓜ 禄剛セグメント

ⓝ KZ6（文科省ほか（2015）で示された断層） 26km 7.2 76km

ⓞ KZ5（文科省ほか（2015）で示された断層） 28km 7.2 80km

ⓟ 魚津断層帯

魚津断層帯
及び

能登半島東
方沖の断層

128km 8.3 91km

ⓠ TB5（文科省ほか（2015）で示された断層）

能登半島東
方沖の断層

ⓡ TB6（文科省ほか（2015）で示された断層）

ⓢ JO1（文科省ほか（2015）で示された断層）

ⓣ JO2（文科省ほか（2015）で示された断層）

ⓤ JO3（文科省ほか（2015）で示された断層）

ⓥ NT1（文科省ほか（2015）で示された断層） 45km 7.6 94km

ⓦ FU1（文科省ほか（2015）で示された断層）

石川県西方沖の断層 65km 7.9 106kmⓧ FU2（文科省ほか（2015）で示された断層）

ⓨ FU3（文科省ほか（2015）で示された断層）

ⓩ NT2（文科省ほか（2015）で示された断層）
NT2・NT3 53km 7.7 122km

ab NT3（文科省ほか（2015）で示された断層）

後期更新世以降の活動が否定できない断層等①

後期更新世以降の活動が認められない断層等①

対応する断層が認められない①

断層評価結果

敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層分布図

ⓒ

ⓔ

ⓚ

ⓛ

ⓞ

ⓜ

ⓙ

ⓑ

ⓓ

ⓖ

ⓝ

ⓠ

ⓡ

ⓢ

ⓤ

ⓣ

ⓥ

ⓦ

ⓧ

ⓨ

ⓩ

ab

ⓟ

文科省ほか（2015，2016）による震源断層モデルの上端位置（破線は伏在している断層の上端）

国交省ほか（2014）による津波断層モデルの位置（破線は断層トレース）

志賀原子力発電所

(2007a)

(2007a)

第1193回審査会合 資料2-2
P.2.1-1-8 一部修正

紫字は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所



Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ
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【Ｍ－Δ図（敷地周辺海域（半径30km以遠）の断層）】

・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

※1：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。
敷地からの距離 Δ※1（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

ⓐ ＦＵ2

ⓙ～ⓜ 能登半島北部沿岸域断層帯

ⓦ～ⓨ 石川県西方沖の断層

ⓟ～ⓤ 魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層

【凡 例】

後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

対応する断層が認められない

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層
青字：調査の結果，後期更新世以降の活動が認められない断層等と評価した断層
黒字：調査の結果，対応する断層が認められないと評価した断層

≪マーカー≫

ⓕ 猿山岬以西の断層

ⓘ ＦＵ1

ⓝ KZ6

ⓞ KZ5

ⓥ NT1
ⓔ 猿山岬北方沖断層

ⓖ KZ3

ⓗ KZ4

第1193回審査会合 資料2-2
P.2.1-1-9 一部修正

紫下線は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所

ⓩ～ab NT2・NT3

Ⅰ，ⓑ～ⓓ 砺波平野断層帯（西部）-高岡断層-
富山湾西側海域断層
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・この図は，断層長さから推定されるマグニチュード（M）と敷地からの距離（Δ）の関係から，各断層による
敷地への影響を簡易的に比較するために作成したものである。

・Mは，松田（1975）による断層長さとマグニチュードの関係式による。
・Ⅳ，Ⅴ，Ⅵは，旧気象庁震度階級で，震度の境界線は村松（1969），勝又・徳永（1971）による。

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

敷地からの距離 Δ※1（km）

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
M

（5）敷地周辺断層のM-Δ図

①福浦断層

④高浜断層

⑤富来川南岸断層

⑥矢駄リニアメント

⑦谷内西方の断層

⑧酒見断層

⑨高爪山西方の断層

⑩横田付近の断層

⑪西谷内リニアメント

⑫田尻滝西方の断層

⑮別所付近の断層，⑯小牧断層※2

⑰瀬嵐断層

㉔緑ヶ丘リニアメント

⑲眉丈山第1断層

⑳眉丈山第2断層

㉑徳田北方の断層

㉒富来川断層

㉓鹿島西断層

⑬二口西方の断層

⑭越ヶ口西方の断層

㉕曽福リニアメント

㉙西中尾リニアメント

㉘内高松付近の断層

㉚下唐川リニアメント

㉜原断層

㉛小又西方の断層

⑱鹿島台リニアメント

Ⅲ 砺波平野断層帯（東部）

Ⅳ 呉羽山断層帯

Ⅷ 福井平野東縁断層帯

Ⅶ 御母衣断層

Ⅵ 跡津川断層帯

Ⅴ 牛首断層帯

Ⅸ～Ⅻ 糸魚川－静岡構造線活断層系

Ⓐ 兜岩沖断層

Ⓑ 碁盤島沖断層

Ⓝ 田中（1979）の断層

Ⓞ 前ノ瀬東方断層帯

ⓐ ＦＵ2 ⓘ ＦＵ1

ⓕ 猿山岬以西の断層

ⓔ 猿山岬北方沖断層

ⓝ KZ6

ⓞ KZ5

ⓙ～ⓜ 能登半島北部沿岸域断層帯

ⓥ NT1

ⓟ～ⓤ 魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層

※1：敷地と断層の両端点を結んだ線分の中点の距離から算出。
※2：小牧断層は別所付近の断層の●と重なっているが，「後期更新世以降の活動が認められない断層等（●）」と評価。

【凡 例】

陸域の断層 後期更新世以降の活動が否定できない断層等

後期更新世以降の活動が認められない断層等

対応する断層が認められない

≪断層名≫
赤字：調査の結果，後期更新世以降の活動が否定できない断層等と評価した断層※

青字：調査の結果，後期更新世以降の活動が認められない断層等と評価した断層
黒字：調査の結果，対応する断層が認められないと評価した断層

※後期更新世以降の活動が否定できない断層等のうち，断層名に赤下線付の表記をしているものは，
地表トレースの長さから推定されるマグニチュード（M）を示しているが，地震動評価にあたっては孤立
した短い活断層として評価を行う。

≪マーカー：形状≫

海域の断層

≪マーカー：色≫

ⓖ KZ3

ⓗ KZ4

第1193回審査会合 資料2-2
P.2.1-1-10 一部修正

紫下線は第1193回審査会合以降，評価を見直した箇所

Ⓒ，Ⓓ 海士岬沖断層帯－笹波沖断層帯（東部）

Ⅰ，ⓑ～ⓓ 砺波平野断層帯（西部）-高岡断層
-富山湾西側海域断層

㉖，Ⅱ邑知潟南縁断層帯-森本・富樫断層帯

㉛能都断層帯-滝ノ坊断層Ⓕ 羽咋沖東撓曲

Ⓚ 徳山ほか（2001）の断層

Ⓛ 鈴木（1979）の断層

Ⓜ 羽咋沖西撓曲

Ⓙ N-8断層

Ⓗ 無関断層

Ⓙ N-2断層

Ⓙ N-1断層

Ⓘ 島別所北リニアメント

Ⓖ 能登島半の浦断層帯

Ⓓ，Ⓔ 笹波沖断層帯（全長）

ⓦ～ⓨ 石川県西方沖の断層

ⓩ～ab NT2・NT3
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高浜断層の調査データ
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(1) 高浜断層の評価結果

【文献調査】（次頁）
○活断層研究会（1991）は，敷地の南東方に，高浜断層（確実度Ⅱ，北西側低下）を図示し，NE-SW走向，長さ＞２ｋｍ，活動度Ｂ，南東側の海成段丘Ｍ１面が30m隆
起と記載している。

○今泉ほか（2018）は，高浜断層に対応する断層を示していない。
【空中写真判読】（次々頁）
○文献が図示している高浜断層と推定される位置に，リニアメント・変動地形は判読されない。

【空中写真判読】

リニアメント・変動地形
は判読されない

※：重力探査は断層周辺の全域で実施

今泉ほか（2018）には
図示されていない。

高浜断層に関する調査一覧表

位置図

推定活断層（確実度Ⅱ）
（活断層研究会，1991）

②

①

④

内容 位置 目的 参照頁

① 段丘面調査 高浜町付近 断層の活動性を確認 補足資料2.6-7（3）P.2.6-7-4，5

② 地表踏査 高浜断層周辺 地質分布を確認 補足資料2.6-7（4）P.2.6-7-6～11

③ 地表踏査 高浜断層周辺 地質分布を確認 補足資料2.6-7（5）P.2.6-7-12

④ 海上音波探査 高浜断層南西延長 No.10.5U測線 断層の連続性を確認 補足資料2.6-7（5）P.2.6-7-13

⑤ 重力探査 高浜断層周辺※ 断層の深部構造を確認 補足資料2.6-7（6）P.2.6-7-14

段丘面調査及び地表調査位置

海上音波探査測線

・地質調査結果を踏まえると，活断層研究会（1991）が記載した高浜断層の
南東側における海成段丘Ｍ1面の隆起は，中位段丘Ⅰ面を覆う古砂丘を
判読したことによるものと考えられる（図中③）。

・高浜断層の南西方延長における海上音波探査の結果，いずれの地層に
も断層等を示唆するような変位，変形は認められない（図中④）。

・重力探査の結果，高浜断層に対応する重力異常急変部は認められない
（補足資料2.6-7（6）P.2.6-7-14）

〇高浜断層は，活断層研究会（1991）では南東側の
海成段丘面が隆起している活断層（確実度Ⅱ）と
記載されているが，今泉ほか（2018）では図示さ
れていない。また，高浜断層に対応するリニアメン
ト・変動地形は判読されない（次頁，次々頁）。

○高浜断層と推定される位置を挟んで，中位段丘Ⅰ
面の段丘面内縁標高は，南から北へ緩やかに傾
斜しながらほぼ連続している（図中①）。

○高浜断層が図示された周辺の北東部では，赤浦
砂岩層を不整合に覆う出雲石灰質砂岩層が，ほ
ぼ水平に分布し，その不整合面は，高浜断層を挟
んで緩やかに連続する（図中②）。

活動性評価

活断層研究会（1991）に図示された高浜断層は，
リニアメント・変動地形が判読されず，
段丘面調査や地質調査の結果，

後期更新世以降の活動は認められない。

【文献調査】

左図拡大範囲

位置図

たかはま

後期更新世以降の活動が認められない断層 2.6-7-2

③



(2) 高浜断層の文献調査

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，敷地から約7.4km南東に，高浜断層（確実度Ⅱ，北西側低下）を図示し， NE-SW走向，長さ＞２ｋｍ，活動度Ｂ，南
東側の海成段丘Ｍ１面（12万年前の地形面）が30m隆起しているが，変位地形は認められないと記載している。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（今泉ほか，2018）は，高浜断層に対応する活断層等を図示していない。

○その他の文献において，高浜断層は図示されていない。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，高浜断層を起震断層・活動セグメントとして示していない。

位置図

右図拡大範囲

位置図
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(3) 高浜断層の地形調査

○活断層研究会（1991）に図示された高浜断層の付近に，リニアメント・変動地形は判読されない。

○高浜断層が図示された志賀町高浜町付近には，海岸線に沿って中位段丘Ⅰ面が分布し，その段丘面内縁は約25～35ｍの分布高度を示し，南から北へ緩やかに
傾斜しながら，ほぼ連続している（次頁）。

位置図

右図拡大範囲

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）リニアメント・変動地形分布図

〔段丘面〕

活断層研究会（1991）の
高浜断層
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赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

段丘面標高投影断面図

高浜断層

位置図

右図拡大範囲

【高浜断層周辺の中位段丘Ⅰ面の分布】

活断層研究会（1991）
の高浜断層

高浜断層

段丘面内縁標高分布範囲
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(4) 高浜断層の地質調査

○高浜断層が図示された周辺には，岩稲階の別所岳安山岩類の安山岩及び安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩），東別所階の赤浦砂岩層，音川階の出雲石灰質砂岩層，更新統の中位段丘堆積層，
上部更新統～完新統の沖積層等が分布する。

○大笹南方から米浜までの区間の地表踏査の結果，高浜断層が図示された周辺の北東部では，赤浦砂岩層を不整合に覆う出雲石灰質砂岩層が，ほぼ水平に分布し，その不整合面の分布高
度は，高浜断層を挟んで緩やかに連続する（補足資料2.6-7（4）P.2.6-7-7～11）。

○活断層研究会（1991）では，高浜断層の南東側の海成段丘Ｍ1面が30ｍ隆起と記載しているが，その地点において，中位段丘Ⅰ面の山側には中位段丘Ⅰ面よりやや高度が高く凹凸のある地
形が判読された。宿女から滝谷町付近の区間の地表踏査の結果，この地形は，締まった砂層からなる中位段丘Ⅰ面堆積層を覆うルーズな砂層から構成され，中位段丘Ⅰ面を覆う古砂丘に
よる地形と考えられる（補足資料2.6-7（4）P.2.6-7-12）。

○よって，地質調査結果を踏まえると，活断層研究会（1991）が記載した高浜断層の南東側における海成段丘Ｍ1面の隆起は，中位段丘Ⅰ面を覆う古砂丘を判読したことによるものと考えられる。

右図拡大範囲

位置図

活断層研究会（1991）の
高浜断層

←NW SE→

地質断面図（H:V=1:2）

←NE SW→

地質図
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【地表踏査結果 －大笹南方から米浜－（1/4）】高浜断層

位置図

写真①

W

E

赤浦砂岩層

出雲石灰質砂岩層

（非石灰質部）

地表踏査結果（ルートマップ）

NNW SSE

赤浦砂岩層

出雲石灰質砂岩層

（非石灰質部）

右図拡大範囲

写真②

標高47m付近に出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）と赤浦砂
岩層との不整合境界が位置する。
出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）は，塊状の細粒砂岩から
なり，最下部に厚さ50cm程度の基底礫岩層を伴う。基底礫
岩層は，径5～10cm程度のシルト岩の亜円礫を多量に含む。
赤浦砂岩層は，塊状の細粒砂岩からなる。

標高43m付近に出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）と
赤浦砂岩層との不整合境界が位置する。

写真①
撮影方向

写真②
撮影方向

赤浦砂岩層

出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）
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高浜断層 【地表踏査結果 －大笹南方から米浜－（2/4）】

出雲石灰質砂岩層

（非石灰質部）

赤浦砂岩層

EW

位置図

地表踏査結果（ルートマップ）

写真④

出雲石灰質砂岩層

（非石灰質部）

赤浦砂岩層

SWNE

右図拡大範囲

標高35m付近に出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）と
赤浦砂岩層との不整合境界が位置する。

標高35m付近に出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）と
赤浦砂岩層との不整合境界が位置する。

写真③
撮影方向

写真④
撮影方向

写真③

赤浦砂岩層

出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）
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高浜断層 【地表踏査結果 －大笹南方から米浜－（3/4）】

位置図

地表踏査結果（ルートマップ）

出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）

赤浦砂岩層

SSWNNE

出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）

赤浦砂岩層

SSWNNE

右図拡大範囲

写真⑥写真⑤

出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）が赤浦砂岩層を覆う。
不整合面は，標高28m付近に位置し，ほぼ水平である。

出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）が赤浦砂岩層を覆う。
不整合面は，標高29m付近に位置し，ほぼ水平である。
出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）は，淘汰が悪くシルト分を
含む細粒砂岩で，径2cm程度の亜円礫を少量含む。
赤浦砂岩層は，淘汰のよい細粒砂岩と粗粒砂岩からなる。

写真⑤
撮影方向

写真⑥
撮影方向

赤浦砂岩層

出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）
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高浜断層 【地表踏査結果 －大笹南方から米浜－（4/4）】

位置図

地表踏査結果（ルートマップ）

出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）

赤浦砂岩層

NNWSSE

出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）

赤浦砂岩層

NESW 出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）

赤浦砂岩層

EW

出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）

赤浦砂岩層

SENW

右図拡大範囲

写真⑨写真⑧ 写真⑩写真⑦

出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）が赤浦砂岩層を覆う。
不整合面は標高25m付近に位置する。

出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）が赤浦砂岩層を覆う。
不整合面は標高21m付近に位置し，ほぼ水平である。
出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）は，やや淘汰の悪い塊
状の砂岩でシルト分を含む。
赤浦砂岩層は，淘汰のよい砂岩でほぼ水平の層理が認
められる。

出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）が赤浦砂岩層を覆う。
不整合面は標高21m付近に位置し，ほぼ水平である。
出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）は，やや淘汰の悪いシル
ト質砂岩で，ごく少量の細礫を含む。
赤浦砂岩層は，淘汰のよい砂岩で不明瞭な斜交層理が認
められる。

出雲石灰質砂岩層(非石灰質部）が赤浦砂岩層を覆う。
不整合面は標高27m付近に位置し，やや凹凸する。
出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）は，シルト質細粒砂岩
からなり，少量の細礫を含む。
赤浦砂岩層は，塊状で淘汰のよい細粒砂岩である。

写真⑩
撮影方向

写真⑨
撮影方向

写真⑧
撮影方向

写真⑦
撮影方向

赤浦砂岩層

出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）
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○北西側低下とされている高浜断層を横断する大笹南方から米浜にかけて，出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）と赤浦砂岩層との不整合露頭を追跡した結果，不整合
面の分布高度は，高浜断層付近で東方ないし南東方へ低くなり，調査地域全体としては緩やかに連続することを確認した。

高浜断層 【地表踏査結果 －大笹南方から米浜－（まとめ）】

出雲石灰質砂岩層と赤浦砂岩層との境界等高線

活断層研究会（1991）の
高浜断層

地質断面図（H:V=1:5）

位置図

左図拡大範囲凡例

2.6-7-11
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地質断面図（H:V=1:2.5）

【地表踏査結果 －宿女から滝谷町－】

位置図

古砂丘砂層と中位段丘Ⅰ面堆積層の境界 露頭分布図

高浜断層

地形面分布図範囲

宿女

滝谷町

砂丘砂層

中位段丘Ⅰ面堆積層と
基盤岩の不整合面

古砂丘砂層と中位段丘
Ⅰ面堆積層の不整合面

凡 例

1 1’
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0

50

標高（m）

標高（m）

標高（m）

標高（m）

左下写真位置

○宿女から滝谷町付近において，中位段丘Ⅰ面の山側に中位段丘Ⅰ面よりやや高度が高く凹凸のある地形が判読されたエリアを含めて地表地質踏査を行い，古砂
丘砂層と中位段丘Ⅰ面堆積層の境界及び中位段丘Ⅰ面堆積層と赤浦砂岩層等の碁盤岩との境界について検討した。その結果，いずれの境界も海側（西側）へ向
かって緩く傾斜し，調査地域内に連続して分布することを確認しており，断層活動による変位・変形は認められない。

○よって，地質調査結果を踏まえると，活断層研究会（1991）が記載した高浜断層の南東側における海成段丘Ｍ1面の隆起は，中位段丘Ⅰ面を覆う古砂丘を判読した
ことによるものと考えられる。

2.6-7-12
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(5) 高浜断層の海上音波探査

○高浜断層の南西方延長海域の海上音波探査結果を確認した。

○高浜断層の南西方延長にあたるＮo.10.5U測線において，いずれの地層にも断層等を示唆するような変位，変形は認められない。

1915

←W E→

10

0m

100m

200m

150m

50m

測点51

高浜断層
延長部

位置図

1：6

右図記録範囲

上図拡大範囲

0m

100m

200m

150m

50m

測点19151051

C1

C2

B2
B1

D2

D2
D1

AB2

B1
A

B3

約500m

位置図

北陸電力ブ－マー
(No.10.5U測線)

19151051

音波探査記録（No.10.5U測線）

・音波探査記録の拡大図はデータ集2 敷地前面調査海域
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(6) 高浜断層周辺の重力異常

○高浜断層の深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。
○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，高浜断層の南方に円形状の低重力域が存在するが，須藤ほか（2004）によれば，この低重力異常域は中新世に形
成されたカルデラの存在を示唆しているとされており，高浜断層に対応するものではないと判断した。

下図拡大範囲

・上図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001)，Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et al.
(2019)，澤田ほか（2021），海域は産業技術総合研究
所地質調査総合センター(2013)，石田ほか（2018）を用
いて，金沢大学・当社が作成した。

ブーゲー異常図 水平一次微分図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の
除去及び遮断波長1kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal 鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

高浜断層 高浜断層

活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）
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補足資料２．６－８

や だ

矢駄リニアメントの調査データ

2.6-8-1



矢駄リニアメントに関する調査一覧表

リニアメント・変動地形として判読した急
崖，鞍部及び直線状の谷は，別所岳安
山岩類と上棚泥岩層等の地層境界及
び別所岳安山岩類中の岩質境界を反
映した差別侵食地形であり，対応する

断層は認められない。

（1） 矢駄リニアメントの評価結果

【空中写真判読】（次頁，次々頁）
○志賀町矢駄から同町奥山峠北方までの約6.8km区間に，丘陵斜面と小起伏面との境界の急崖，鞍部及び直線状の谷からなるリニアメント・変動地形（矢駄リニアメ
ント）を判読した。

【文献調査】（次頁）
○活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）は，矢駄リニアメントに対応する活断層等を図示していない。

○矢駄リニアメントは，岩稲階の別所岳安山
岩類と上棚泥岩層等の地層境界付近に位
置する急崖，鞍部及び直線状の谷をリニア
メント・変動地形として判読したものである
（次頁，次々頁）。

○リニアメント・変動地形近傍で地質調査を実
施した結果，矢駄では別所岳安山岩類の
安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と上棚泥岩
層，奥山峠北方では安山岩質火砕岩（凝灰
角礫岩）と出雲石灰質砂岩層（非石灰質
部）の不整合露頭を確認した（図中①，②）。

活動性評価

拡大位置図

・なお，重力探査の結果，矢駄リニアメントに対応する重力異
常急変部は認められない（補足資料2.6-8（4）P.2.6-8-9）。

【空中写真判読】
リニアメント・変動地形 約6.8km

内容 位置 目的 参照頁

① 露頭調査
やだ

矢駄 断層の有無を確認 補足資料2.6-8（3）P.2.6-8-6

② 露頭調査
おくやまとうげ

奥山峠北方 断層の有無を確認 補足資料2.6-8（3）P.2.6-8-7

③ 地表踏査
おくやまとうげ

奥山峠北方 断層の有無を確認 補足資料2.6-8（3）P.2.6-8-8

④ 地表踏査
やだ

矢駄リニアメント周辺※ 広域的な地質分布を確認 補足資料2.6-8（3）P.2.6-8-5

⑤ 重力探査
やだ

矢駄リニアメント周辺※ 断層の深部構造を確認 補足資料2.6-8（4）P.2.6-8-9 ※：④，⑤はリニアメント周辺の全域で実施

おくやまとうげ

奥山峠

【文献調査】
活断層研究会（1991）及び今泉ほ
か（2018）には図示されていない。

やだ

矢駄

②

調査位置

①

③

対応する断層が認められない

位置図

左図拡大
範囲

凡例

2.6-8-2



（2）矢駄リニアメントの文献調査，地形調査

○矢駄リニアメントは，志賀町矢駄から同町奥山峠北方までの約6.8 ｋｍ区間において，丘陵斜面と小起伏面との境界の急崖，鞍部，直線状の谷及び小河川・小尾根
の屈曲からなるＤランクのリニアメント・変動地形である。

○矢駄リニアメントに対応する可能性のある断層等は，活断層研究会（1991）や今泉ほか（2018）等の文献には示されていない。また，「活断層データベース」（産業技
術総合研究所地質調査総合センター）は，矢駄リニアメントを起震断層・活動セグメントとして示していない。

リニアメント・変動地形分布図

位置図

右図拡大範囲

矢駄

奥山峠

1’1

2’2

4’4

3’3

地形断面図（航空レーザ計測データにより作成）

リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形

2.6-8-3
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○矢駄リニアメント周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データにより，丘陵斜面と小起伏面との境界の急崖，鞍部，直線状の谷及び小河川・小
尾根の屈曲が判読される。

【矢駄リニアメント周辺の地形の特徴】

リニアメント・変動地形

リニアメント・変動地形の地形要素
（赤色立体地図は航空レーザ計測データにより作成）

矢駄リニアメント

2.6-8-4



（3）矢駄リニアメントの地質調査

地質図

〇矢駄リニアメントを判読した急崖を境して，南東側の丘陵斜面には別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が，北西側の小起伏面には出雲石灰質砂岩
層（非石灰質部），上棚泥岩層または赤浦砂岩層が分布し，その不整合境界はほぼ急崖基部に位置する。

○リニアメント・変動地形近傍で露頭調査を実施した結果，志賀町矢駄では，別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と上棚泥岩層，同町奥山峠北方では，
別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）の不整合露頭を確認した（次頁，次々頁）。

○奥山峠北方の小河川と小尾根の屈曲については，別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩中（凝灰角礫岩）に硬質な安山岩がリニアメント・変動地形の走向に沿って
狭在し，小河川は安山岩の分布に沿って屈曲して流下している（補足資料2.6-8（3）P.2.6-8-8）。

○以上より，リニアメント・変動地形として判読した急崖，鞍部及び直線状の谷は，別所岳安山岩類と上棚泥岩層等の地層境界及び別所岳安山岩類中の岩質境界を
反映した差別侵食地形であり，対応する断層は認められないと評価した。

地質断面図

矢駄の
露頭調査
（次頁）

奥山峠北方
の露頭調査
（次々頁）

奥山峠北方の地表踏査
（補足資料2.6-8（3）P.2.6-8-8 ）

矢駄リニアメント
リニアメント・変動地形

矢駄リニアメント
リニアメント・変動地形

矢駄リニアメント
リニアメント・変動地形

矢駄リニアメント
リニアメント・変動地形

2.6-8-5
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【矢駄の露頭調査結果】

写真

矢駄リニアメント

調査位置図

拡大範囲

露頭調査箇所

下図範囲

・リニアメント・変動地形近傍において，上棚泥岩層が
別所岳安山岩類を不整合に覆っている。

不整合面

別所岳安山岩類

上棚泥岩層

スケッチ

別所岳安山岩類

矢駄

奥山峠

2.6-8-6



【奥山峠北方の露頭調査結果】

スケッチ

写真

・リニアメント・変動地形近傍において，出雲石灰質砂岩層（非石灰質部）
が別所岳安山岩類を不整合に覆っている。

矢駄リニアメント

別所岳安山岩類

不整合面

調査位置図

下図範囲

出雲石灰質
砂岩層

拡大範囲

露頭調査箇所

矢駄

奥山峠
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【奥山峠北方の地表踏査結果】矢駄リニアメント

○リニアメント・変動地形として小尾根や小河川の屈曲が判読された奥山峠北方において，地表踏査を実施した。

○奥山峠北方では，主に安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が分布する。

○一方で，小尾根や小河川が屈曲する付近では，周囲の安山岩質火砕岩よりも相対的に硬質な安山岩が，リニアメント・変動地形の走向に沿って挟在していること
から，この安山岩に沿って小尾根や小河川の流下方向が屈曲していると考えられる。

安山岩は，周囲の安山岩質火砕岩よりも硬質で，
侵食されにくことから，北西方向に流下する小河川
が安山岩に当たったところで，向きを変え，安山岩
と安山岩質火砕岩との境界に沿って北～北東方向
に流下するようになり，見掛け上，小尾根や小河川
が屈曲しているようになったと考えられる。

調査位置図

右図範囲

ルートマップ

小尾根・小河川の屈曲

矢駄

奥山峠

2.6-8-8

安山岩

安山岩質火砕岩
（凝灰角礫岩）

W E

N64°E/18°N

写真①撮影方向

写真①
安山岩と安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）

の境界露頭



○矢駄リニアメントの深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図から，矢駄リニアメントに対応する重力異常急変部は認められない。

（4）矢駄リニアメント周辺の重力異常

位置図

右図拡大範囲

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，
平面トレンド成分の除去及び遮断波長1kmのローパスフィルター
処理を行っている。

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001)，Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et al.
(2019)，澤田ほか（2021），海域は産業技術総合研究
所地質調査総合センター(2013)，石田ほか（2018）を用
いて，金沢大学・当社が作成した。

・水平一次微分図は，上のフィルター処理後のブーゲー異常図を
基に作成した。

矢駄リニアメント

ブーゲー異常図

水平一次微分図

●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

矢駄リニアメント

2.6-8-9
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補足資料２．６－９

よこ た ふきん

横田付近の断層の調査データ

2.6-9-1



・なお，重力探査の結果，横田付近の断層に対応する
重力異常急変部は認められない（補足資料2.6-9（5）
P.2.6-9-10）。

（1）横田付近の断層の評価結果

【文献調査】（次頁）
○今泉ほか（2018）は，敷地から約13km北東の七尾市中島町横田西方から同町谷内北方にかけて推定活断層と水系の屈曲を図示している。以下，この推定活断層
を「横田付近の断層」と称する。

○活断層研究会（1991）は，横田付近の断層に対応する断層を図示していない。

【空中写真判読】（補足資料2.6-9（3）P.2.6-9-4，5）
○文献で図示される横田付近の断層とほぼ同じ位置の約2.5km区間に，丘陵斜面と小起伏面を境する急崖及び小尾根と小河川の屈曲からなるリニアメント・変動地形
を判読した。

横田付近の断層に対応するリニアメ
ント・変動地形として判読した急崖及
び小尾根と小河川の屈曲は，別所岳
安山岩類と山戸田泥岩層の地層境
界及び別所岳安山岩類中の岩質の
差を反映した差別侵食地形であり，
対応する断層は認められない。

○横田付近の断層は，別所岳安山岩類の
安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と山戸田
泥岩層との地層境界付近に位置する急
崖及び小尾根と小河川の屈曲をリニアメ
ント・変動地形として判読したものである
（補足資料2.6-9（3）P.2.6-9-4，5）。

○横田IC料金所付近において地質調査を
実施した結果，山戸田泥岩層が別所岳
安山岩類を不整合に覆っている（図中①，
②）。

○小尾根と小河川の屈曲が認められる谷
内北方で地質調査を実施した結果，小河
川が屈曲する付近では周囲の凝灰角礫
岩よりも軟質な火山礫凝灰岩や凝灰岩
が分布していることから，それに沿って小
河川の流下方向が屈折していると考えら
れる（図中③） 。

活動性評価 【空中写真判読】 リニアメント・変動地形約2.5km

【文献調査】 推定活断層（今泉ほか，2018）
活断層研究会（1991）
には図示されていない。

や ち

谷内

よこた

横田

内容 位置 目的 参照頁

① 露頭調査
よこた

横田IC出口料金所付近 断層の有無を確認 補足資料2.6-9（4）P.2.6-9-7

② 露頭調査
よこた

横田IC入口料金所付近 断層の有無を確認 補足資料2.6-9（4）P.2.6-9-8

③ 地表踏査
やち

谷内北方 断層の有無を確認 補足資料2.6-9（4）P.2.6-9-9

④ 地表踏査
よこた

横田付近の断層周辺※ 広域的な地質分布を確認 補足資料2.6-9（4）P.2.6-9-6

⑤ 重力探査
よこた

横田付近の断層周辺※ 断層の深部構造を確認 補足資料2.6-9（5）P.2.6-9-10 ※：④，⑤は断層周辺の全域で実施

調査位置

④

①

横田付近の断層に関する調査一覧表
位置図

③

②

対応する断層が認められない

位置図

左図拡大範囲

2.6-9-2



（2）横田付近の断層の文献調査

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，横田付近の断層に対応する断層を示していない。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）は，七尾市中島町横田西方から同町谷内北方にかけて右横ずれの推定活断層と水系の屈曲を図示している。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，横田付近の断層を起震断層・活動セグメントとして示していない。

位置図

右図拡大範囲

位置図

谷内

2.6-9-3



（3）横田付近の断層の地形調査

○横田付近の断層付近にリニアメント・変動地形が断続的に判読される。リニアメント・変動地形は約2.5ｋｍ区間判読され，南部では丘陵斜面と小起伏面との境界の
急崖からなり，その北方では小尾根と小河川の屈曲からなるDランクのリニアメント・変動地形である。

リニアメント・変動地形分布図

位置図

右図拡大範囲

地形断面図（航空レーザ計測データにより作成）

谷内横田

2.6-9-4

←NW SE→

←N S→ ←N S→

←N S→



【横田付近の断層周辺の地形の特徴】

○横田付近の断層周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，丘陵斜面と小起伏面との境界の急崖，小尾根と小河川の屈曲が
認められる。

リニアメント・変動地形の地形要素
（赤色立体地図は航空レーザ計測データにより作成） リニアメント・変動地形 2.6-9-5



（4）横田付近の断層の地質調査

地質図

○横田付近の断層周辺には，岩稲階の別所岳安山岩類の安山岩及び安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩），黒瀬谷階の山戸田泥岩層，上部更新統～完新統の沖積層が
分布する。横田付近の断層の南西部の急崖を境して，北側の丘陵斜面には別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が，南側の小起伏面には山戸田泥
岩層が分布し，その不整合境界はほぼ急崖基部周辺に位置する。

○リニアメント・変動地形近傍の横田IC出口料金所及び入口料金所で露頭調査を実施した結果，山戸田泥岩層が別所岳安山岩類を不整合に覆っている（次頁，次々
頁）。

○また，小尾根と小河川の屈曲が認められる谷内北方で地表踏査を行った結果，河川が屈曲する付近では周囲の凝灰角礫岩よりも軟質な火山礫凝灰岩や凝灰岩
が分布していることから，それに沿って小河川の流下方向が屈折していると考えられる（補足資料2.6-9（4）P.2.6-9-9）。

○以上より，リニアメント・変動地形として判読した急崖及び小尾根と小河川の屈曲は，別所岳安山岩類と山戸田泥岩層の地層境界及び別所岳安山岩類中の岩質の
差を反映した差別侵食地形であり，対応する断層は認められないと評価した。

地質断面図

A

A’

A A’

横田IC出口料金所の
露頭調査（次頁）

谷内
横田

谷内北方の
地表踏査

（補足資料2.6-9（4）
P.2.6-9-9 ）

横田IC入口料金所の
露頭調査（次々頁）

リニアメント・変動地形

2.6-9-6

←NW SE→



200ｍ0

【横田IC出口料金所の露頭調査結果】

←SW NE→

・リニアメント・変動地形近傍において，山戸田泥岩層が
別所岳安山岩類を不整合に覆っている。

横田付近の断層

位置図

スケッチ

上写真範囲

別所岳安山岩類

山戸田泥岩層

不整合面

2ｍ写真

リニアメント・変動地形

別
所
岳
安
山
岩
類

2.6-9-7

←SW NE→



【横田IC入口料金所の露頭調査結果】

スケッチ

写真

←W E→

・リニアメント・変動地形近傍において，山戸田泥岩層が
別所岳安山岩類を不整合に覆っている。

←W

E→

別所岳安山岩類

山戸田泥岩層

別所岳安山岩類

不整合面

山戸田泥岩層

横田付近の断層

200ｍ0

位置図

リニアメント・変動地形

別所岳安山岩類

2.6-9-8



谷内

【谷内北方の地表踏査結果】

ルートマップ

○今泉ほか（2018）が河川の屈曲を図示し，小尾根と小河川の屈曲が認められる谷内北方において，地表踏査を実施した。

○谷内北方では，主に凝灰角礫岩や火山角礫岩が分布する。

○一方，小河川が屈曲する付近では，周囲の凝灰角礫岩よりも軟質な火山礫凝灰岩や凝灰岩が，横田付近の断層及びリニアメント・変動地形の走向に沿って挟在し
ていることから，それに沿って小河川の流下方向が屈曲していると考えられる。

火山礫凝灰岩や凝灰岩は，周囲の凝灰角礫岩や火山角礫岩よりも軟
質で，侵食されやすいことから，南東方向に流下する小河川が凝灰角
礫岩や火山角礫岩に当たったところで，向きを変え，より軟質な火山礫
凝灰岩や凝灰岩の分布に沿って南西方向に流下するようになり，見掛
け上，小尾根や小河川が屈曲しているようになったと考えられる。

横田付近の断層

小尾根・小河川の屈曲

2.6-9-9



（5）横田付近の断層周辺の重力異常

○横田付近の断層の深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，横田付近の断層に対応する重力異常急変部は認められない。

位置図

右図拡大範囲

ブーゲー異常図 水平一次微分図

●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal 鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の
除去及び遮断波長1kmのローパスフィルター処理を行っている。

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001)，Yamamoto et al. (2011)，Hiramatsu et al.
(2019)，海域は産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンター(2013)，石田ほか（2018）を用いて，金沢大学・当
社が作成した。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

横田付近の断層 横田付近の断層

2.6-9-10



補足資料２．６－１０

にし や ち た じり だき せいほう ふた くち せいほう

西谷内リニアメント・田尻滝西方の断層・二口西方の断層
こし が ぐち せいほう べっしょ ふきん

・越ヶ口西方の断層・別所付近の断層の調査データ

2.6-10-1



(1) 七尾市中島町西谷内周辺の断層の評価概要

○七尾市中島町西谷内周辺に近接して分布する西谷内リニアメント，田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層，二口西方の断層，別所付近の断層について，評価を
行った。

〇西谷内リニアメントは，別所岳安山岩類と草木互層の地層境界及び岩質境界を反映した差別侵食地形であると評価した。
〇活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）に図示された田尻滝西方の断層に対応する断続的な急崖等は，地すべり地形であり，地質調査の結果，対応する断層
は認められないと評価した。

〇活断層研究会（1991）に図示された越ヶ口西方の断層及び二口西方の断層に対応する断続的な急崖等は，地すべり地形であり，地質調査の結果，対応する断層
は認められないと評価した。

〇活断層研究会（1991）に図示された別所付近の断層は，直線性・連続性に乏しい谷地形と対応しているものの，地質調査の結果，対応する断層は認められないと
評価した。

位置図

対応する断層が認められない

凡 例

位置図

右図拡大
範囲

【田尻滝西方の断層】

【西谷内リニアメント】

【二口西方
の断層】

【別所付近の断層】

【越ヶ口西方
の断層】

2.6-10-2



リニアメント・変動地形として判読した丘陵斜面内の
急崖，直線状の谷及び鞍部は，別所岳安山岩類と草
木互層の地層境界及び岩質境界を反映した差別侵
食地形であり，対応する断層は認められない。

（2-1）西谷内リニアメントの評価結果
【空中写真判読】（補足資料2.6-10（4）P.2.6-10-7，8）
○七尾市中島町西谷内付近の約3.3km区間に，丘陵斜面内の急崖，直線状の谷及び鞍部からなる並行する2条のリニアメント・変動地形（西谷内リニアメント）を判読した。

【文献調査】 （補足資料2.6-10（3）P.2.6-10-6）
○活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）は，西谷内リニアメントに対応する活断層等を図示していない。

○西谷内リニアメントは，岩稲階の別所岳安山岩類と黒瀬谷
階の草木互層等の地層境界付近に位置する丘陵斜面内の
急崖，直線状の谷及び鞍部をリニアメント・変動地形として
判読したものである（補足資料2.6-10（4）P.2.6-10-7，8）。

○地形調査の結果，リニアメント・変動地形を横断して河成段
丘面が分布し，段丘面には変位・変形は認められない（図
中①）。

○中島町河内南方において，西谷内リニアメントとして判読し
た急崖を横断してトレンチ調査を実施した結果，草木互層
が連続して分布しており，そこに断層は認められない（図中
②）。また，その東方では，西谷内リニアメントを横断して，
別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と草木互
層の不整合面に分布高度差は認められない（図中③）。さら
に，その南東方では，西谷内リニアメント（北側，南側）を横
断して近傍の河床に別所岳安山岩類が連続的に分布し，
そこに断層は認められない（図中④）。

位置図

・なお，重力探査の結果，西谷内リニアメントに対応する重力異常
急変部は認められない（補足資料2.6-10（6）P.2.6-10-20）。

【文献調査】
活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）には，西谷内リニアメント
に対応する断層等が図示されていない。

※：⑤，⑥はリニアメント周辺の全域で実施

別所付近の断層

田尻滝西方の断層

越ヶ口西方の断層

活動性評価
（西谷内リニアメント）

西谷内リニアメントに関する調査一覧表

内容 位置 目的 参照頁

① 段丘面調査
にしやち

西谷内リニアメント西部 断層の活動性評価 補足資料2.6-10（4）P.2.6-10-7

② トレンチ調査
かわち

河内南方 断層の有無を確認 補足資料2.6-10（5）P.2.6-10-15

③ 露頭調査
かわち

河内南方 断層の有無を確認 補足資料2.6-10（5）P.2.6-10-16

④ 地表踏査
かわち

河内南東方 断層の有無を確認 補足資料2.6-10（5）P.2.6-10-14

⑤ 地表踏査
にしやち

西谷内リニアメント周辺※ 広域的な地質分布を確認 補足資料2.6-10（5）P.2.6-10-11

⑥ 重力探査
にしやち

西谷内リニアメント周辺※ 断層の深部構造を確認 補足資料2.6-10（6）P.2.6-10-20

③
②

かわち

河内

にしやち

西谷内

調査位置

①

※

④

位置図

左図拡大
範囲
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・なお，重力探査の結果，田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層及び二口西方の断
層に対応する重力異常急変部は認められない（補足資料2.6-10（6）P.2.6-10-20）。

（2-2）田尻滝西方の断層・越ヶ口西方の断層・二口西方の断層の評価結果
【文献調査】（次々頁）
○活断層研究会（1991）は，七尾市中島町西谷内付近に以下の断層を図示している。
・田尻滝西方の断層（確実度Ⅱ，西側低下）を図示し，NNW-SSE走向，長さ2km，活動度Ｃ，東側の海成段丘H1面が10～20m隆起と記載し，南部にNNE方向の支断層ありと記載している。
・越ヶ口西方の断層（確実度Ⅱ，東側低下）を図示し，N-S走向，長さ0.5km，活動度Ｃ，西側の海成段丘H1面が15m隆起と記載している。
・二口西方の断層（確実度Ⅱ，北東側低下）を図示し，NW-SE走向，長さ1km，活動度Ｃ，南西側の海成段丘H1面が20～30m隆起と記載している。

○今泉ほか（2018）は，田尻滝西方の断層の南部から七尾市中島町藤瀬北方にかけて，推定活断層と水系の屈曲を図示している。なお，越ヶ口西方の断層及び二口西方の断層に対応する
断層等は図示していない。

【空中写真判読】（補足資料2.6-10（4）P.2.6-10-7，9）
○文献が図示している田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層及び二口西方の断層と推定される位置に，リニアメント・変動地形は判読されない。

位置図【空中写真判読】

田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層及び二口西方の断層に対応する
リニアメント・変動地形は判読されない。

活断層研究会（1991）に図示された越ヶ口西方の断層及び二口西方の
断層に対応する断続的な急崖等は，地すべり地形であり，地質調査の

結果，対応する断層は認められない。

○越ヶ口西方の断層は活断層研究会（1991）では西側の海成段丘面が
隆起している活断層（確実度Ⅱ），二口西方の断層は活断層研究会
（1991）では南西側の海成段丘面が隆起している活断層（確実度Ⅱ）と
記載されているが，今泉ほか（2018）では図示されていない（次々頁）。

○地形調査の結果，越ヶ口西方の断層及び二口西方の断層に対応する
リニアメント・変動地形は判読されず，これらの断層が図示される位置
は，地すべり地形を示す円弧状の滑落崖等と判読した（補足資料2.6-
10（4）P.2.6-10-9）。

○越ヶ口西方の断層及び二口西方の断層と推定される位置で地表踏査
を実施した結果，非破砕の別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰
角礫岩）が分布し，そこに断層は認められない（図中③）。

活動性評価（越ヶ口西方の断層，二口西方の断層）

活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）に図示された田尻滝西方の
断層に対応する断続的な急崖等は，地すべり地形であり，地質調査の

結果，対応する断層は認められない。

○田尻滝西方の断層は，活断層研究会（1991）では東側の海成段丘面
が隆起している活断層（確実度Ⅱ）と記載され，今泉ほか（2018）では
推定活断層と水系の屈曲が図示されている。（次々頁）。

○地形調査の結果，田尻滝西方の断層に対応するリニアメント・変動地
形は判読されず，田尻滝西方の断層の北部及び支断層が図示され
る位置は，地すべり地形を示す円弧状の滑落崖等と判読した（補足
資料2.6-10（4）P.2.6-10-9）。

○田尻滝西方の断層の南部及び今泉ほか（2018）に図示される断層位
置で，地表踏査を実施した結果，河床部に沿って非破砕で堅硬な谷出
礫岩層が連続して分布し，そこに断層は認められない（図中②）。

活動性評価（田尻滝西方の断層）
内容 位置 目的 参照頁

①
地形調査
(地すべり地形)

たじりだきせいほう こしがくちせいほう ふたくちせいほう

田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層，二口西方の断層周辺※
地すべり地形分布
を確認

補足資料2.6-10（4）P.2.6-10-9

② 地表踏査
たじりだきせいほう

田尻滝西方の断層南部 断層の有無を確認 補足資料2.6-10（5）P.2.6-10-17

③ 地表踏査
こしがくちせいほう ふたくちせいほう

越ヶ口西方の断層，二口西方の断層周辺 断層の有無を確認 補足資料2.6-10（5）P.2.6-10-18

④ 地表踏査
たじりだきせいほう こしがくちせいほう ふたくちせいほう

田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層，二口西方の断層周辺※
広域的な地質分布
を確認

補足資料2.6-10（5）P.2.6-10-11

⑤ 重力探査
たじりだきせいほう こしがくちせいほう ふたくちせいほう

田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層，二口西方の断層周辺※ 深部構造を確認 補足資料2.6-10（6）P.2.6-10-20

※：①，④，⑤は断層周辺の
全域で実施

別所付近の断層

田尻滝西方
の断層

越ヶ口西方
の断層

田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層，二口西方の断層に関する調査一覧表

②

調査位置

※

③

③

左図拡大
範囲

2.6-10-4



（2-3）別所付近の断層の評価結果

【文献調査】（次頁）
○活断層研究会（1991）は，七尾市中島町別所付近に，確実度Ⅱ，東側低下の断層を図示している。以下，この断層を「別所付近の断層」と称する。
○今泉ほか（2018）は，別所付近の断層に対応する断層等は図示していない。

【空中写真判読】（補足資料2.6-10（4）P.2.6-10-7，10）
○文献が図示している別所付近の断層と推定される位置に，リニアメント・変動地形は判読されない。

位置図

【空中写真判読】
別所付近の断層に対応するリニアメント・変動地形は判読されない。

活断層研究会（1991）に図示された別所付近の断層は，
直線性・連続性に乏しい谷地形と対応しているものの，
地質調査の結果，対応する断層は認められない。

○別所付近の断層は，活断層研究会（1991）では活断層（確実
度Ⅱ）が図示されているが，今泉ほか（2018）では図示されて
いない。また，別所付近の断層に対応するリニアメント・変動
地形は判読されない（次頁及び補足資料2.6-10（4）P.2.6-10-
7，10 ）。

○地質調査の結果，別所付近の断層と推定される位置の谷を
横断して別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）
が連続して分布し，そこに断層は認められない（図中①）。

活動性評価
（別所付近の断層）

・なお，重力探査の結果，別所付近の断層に対応する重力異常
急変部は認められない（補足資料2.6-10（6）P.2.6-10-20）。

※：②，③は断層周辺の全域で実施

別所付近の断層

田尻滝西方
の断層 越ヶ口西方の断層

べっしょ

別所

別所付近の断層に関する調査一覧表

内容 位置 目的 参照頁

① 地表踏査
べっしょ

別所付近の断層南部 断層の有無を確認
補足資料2.6-10（5）
P.2.6-10-19

② 地表踏査
べっしょ

別所付近の断層周辺※ 広域的な地質分布を確認
補足資料2.6-10（5）
P.2.6-10-11

③ 重力探査
べっしょ

別所付近の断層周辺※ 深部構造を確認
補足資料2.6-10（6）
P.2.6-10-20

①

調査位置

②

※

位置図

左図拡大
範囲

2.6-10-5



（3）七尾市中島町西谷内周辺の断層の文献調査

【西谷内リニアメント】

・「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）及び「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）は，西谷内リニアメントに対応する活断層等を図示していない。

【田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層，二口西方の断層】

・活断層研究会（1991）は，敷地から約14～15km北東方に，田尻滝西方の断層（長さ2㎞，活動度C，確実度Ⅱ，東側の海成段丘H1面
※が10～20m隆起），越ヶ口西方の断層（長さ0.5㎞，活動度

C，確実度Ⅱ，西側の海成段丘H1面
※が15m隆起），二口西方の断層（長さ1㎞，活動度C，確実度Ⅱ，南西側の海成段丘H1面

※が20～30m隆起）を図示している。

・ 今泉ほか（2018）は，七尾市中島町田尻滝西方から同町藤瀬北方にかけて推定活断層と水系の屈曲を図示している。なお，越ヶ口西方の断層及び二口西方の断層に対応する断層等は図
示していない。

・その他，太田・国土地理院地理調査部（1997）は，田尻滝西方の断層とほぼ同じ位置に推定活断層を図示するとともに，田尻滝西方の断層の北部及び支断層とほぼ同じ位置に地すべりの滑
落崖を示し，その西側の河川との間に地すべりの移動土塊を図示している。また，二口西方の断層とほぼ同じ位置に推定活断層を図示するとともに地すべりの滑落崖を示し，その北東側の
河川との間に地すべりの移動土塊を図示している。清水ほか（2001）では，太田・国土地理院地理調査部（1997）とほぼ同じ位置に地すべりの滑落崖及び地すべりの移動体を図示している。

【別所付近の断層】

・活断層研究会（1991）は，敷地から約15km北東方の七尾市中島町別所東方に，確実度Ⅱ，東側低下の別所付近の断層を図示している。

・今泉ほか（2018）は，別所付近の断層に対応する断層等は図示していない。

・その他，太田・国土地理院地理調査部（1997）は，別所付近の断層とほぼ同じ位置に推定活断層を図示している。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，西谷内周辺の断層を起震断層・活動セグメントとして示していない。

位置図

位置図

右図拡大
範囲

※太田ほか（1976）ではM1面を下末吉面（最終間氷期）に対比して
12万年前，H3面をＭ１面のもう一つ前の間氷期として22万年前，
H1面，H2面，T7面などのそれより古い面は＞22万年前としている。

2.6-10-6



（4）七尾市中島町西谷内周辺の断層の地形調査

○西谷内リニアメントは，七尾市中島町古江北西方から河内南東方の約3.3ｋｍ区間に断続的に判読され，これらは丘陵斜面内の急崖，直線状の谷及び鞍部等から
なる並行する2条のDランクのリニアメント・変動地形である。これら2条のリニアメント・変動地形を西谷内リニアメント（北側），西谷内リニアメント（南側）と称する（下
図，次頁）。

○西谷内リニアメントの周辺では，河成段丘面が広く分布し，西谷内川東岸では，リニアメント・変動地形を横断して分布する河成段丘面に変位，変形は認められない
（下図）。

○文献が図示している田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層，二口西方の断層及び別所付近の断層と推定される位置に，リニアメント・変動地形は判読されない
（補足資料2.6-10（4）P.2.6-10-9，10）。

段丘面分布図

地形断面図（航空レーザ計測データにより作成）

1'

2 2'

3 3'

4 4'

1

・リニアメント・変動地形を横断して分布する
河成段丘面に変位，変形は認められない。

西谷内リニアメント（北側）

西谷内リニアメント（南側）

西谷内リニアメント（南側）

西谷内リニアメント（北側）

西谷内リニアメント（南側）

西谷内リニアメント（北側）

西谷内リニアメント（北側，南側）
延長位置

2.6-10-7
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次頁調査箇所



リニアメント・変動地形の地形要素
（赤色立体地図は航空レーザ計測データにより作成）リニアメント・変動地形

【西谷内リニアメント周辺の地形の特徴】西谷内リニアメント

○西谷内リニアメント周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，丘陵斜面内の急崖，直線状の谷及び鞍部等が認められる。

鞍部

南側低下の高度差

小尾根・小河川の
左方向へのわずかな屈曲

丘陵斜面内の急崖

溝状凹地

鞍部

丘陵斜面内の急崖

丘陵斜面内の急崖

丘陵斜面内の急崖

鞍部

直線状の谷

2.6-10-8



○田尻滝西方の断層の北部，田尻滝西方の断層の支断層，越ヶ口西方の断層及び二口西方の断層については，断続的な急崖，傾斜変換部及び直線状の谷が認
められるが，地すべり地形を示す円弧状の滑落崖，分離小丘，溝状凹地及び移動土塊の傾斜変換部と判読し，リニアメント・変動地形は判読されない。

【田尻滝西方の断層，越ヶ口西方の断層，二口西方の断層】

赤色立体地図
（航空レーザ計測データにより作成）

位置図

右図範囲

（1991）

2.6-10-9



○別所付近の断層については，南北方向に短い直線状の谷が認められるが，その谷の間を尾根が横断し，連続性に欠けることから，リニアメント・変動地形は判読
されない。

【別所付近の断層】

赤色立体地図
（航空レーザ計測データにより作成）

位置図

右図範囲

谷地形を横断
する尾根

活断層研究会（1991）の
別所付近の断層

地形断面図

（1991）

活断層研究会（1991）の
別所付近の断層

活断層研究会（1991）の
別所付近の断層

2.6-10-10
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（5）七尾市中島町西谷内周辺の断層の地質調査

○七尾市中島町西谷内周辺には，岩稲階の別所岳安山岩類の安山岩及び安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩），黒瀬谷階の谷井礫岩層及び草木互層，河川沿いに上部
更新統～完新統の沖積層が分布する。

地質図

別所付近の断層

田尻滝西方の断層

越ヶ口西方の断層

地質断面図

活断層研究会（1991）の
別所付近の断層

活断層研究会（1991）の
田尻滝西方の断層

活断層研究会（1991）の
田尻滝西方の断層

活断層研究会（1991）の
越ヶ口西方の断層

西谷内リニアメント（南側）

西谷内リニアメント（北側）

西谷内リニアメント（北側）

西谷内リニアメント（南側）

※

西谷内

2.6-10-11
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（5）七尾市中島町西谷内周辺の断層の地質調査 －西谷内リニアメント－

○西谷内リニアメントとして判読した比較的明瞭な急崖では，北側の丘陵斜面には別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が，南側には草木互層または別
所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（細粒凝灰岩）が分布し，その地層境界及び岩質境界は，ほぼ急崖基部に位置している。

○リニアメント・変動地形近傍において，別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）を不整合に覆う草木互層が分布する（次頁）。

○西谷内リニアメント（北側）を横断して，別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と草木互層の不整合面に分布高度差は認められない（B-B’断面，次頁）。

○西谷内リニアメント（北側，南側）を横断して近傍の河床に別所岳安山岩類が連続的に分布し，そこに断層は認められない（次々頁）。

○七尾市中島町河内南方では，西谷内リニアメント（南側）として判読した丘陵斜面における比較的明瞭な急崖を横断してトレンチ調査を実施した結果，草木互層が
連続して分布しており，そこに断層は認められない（補足資料2.6-10（5）P.2.6-10-15）。

○また，その東方では，西谷内リニアメント（南側）の近傍において，草木互層が別所岳安山岩類を不整合に覆っている（補足資料2.6-10（5）P.2.6-10-16）。

○以上より，リニアメント・変動地形として判読した丘陵斜面内の急崖，直線状の谷及び鞍部は，別所岳安山岩類と草木互層の地層境界及び岩質境界を反映した差
別侵食地形であり，対応する断層は認められないと評価した。

・西谷内リニアメント（北側）を横断して，別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩
（凝灰角礫岩）と草木互層の不整合面に分布高度差は認められない。

地質断面図

地質図

西谷内リニアメント（北側）
リニアメント・変動地形

B

B’

西谷内リニアメント（南側）
リニアメント・変動地形

※

河内

2.6-10-12
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【リニアメント・変動地形近傍の地表踏査結果】西谷内リニアメント

調査位置図

右図範囲

ルートマップ

・リニアメント・変動地形近傍において，別所岳安山岩
類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）を不整合に覆う
草木互層が分布する。

・西谷内リニアメント（北側）を横断して，別所岳安山岩
類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と草木互層の不
整合面に分布高度差は認められない（B-B’断面）。

・七尾市中島町河内南東方では，西谷内リニアメント
（北側，南側）を横断して近傍の河床に別所岳安山
岩類が連続的に分布し，そこに断層は認められない
（次頁）。

B’

B

写真①
別所岳安山岩類安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）の露頭

写真②
草木互層の強風化泥岩

下
写
真
②

下
写
真
①

200m0

西谷内リニアメント（北側）
リニアメント・変動地形西谷内リニアメント（南側）

リニアメント・変動地形

※

河内

次々頁トレンチ
調査箇所 P.●露頭

調査箇所

次頁露頭
調査箇所
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【河内南東方の地表踏査結果】
西谷内リニアメント

調査位置図

右図範囲

・七尾市中島町河内南東方では，西谷内リニアメント（北側，南側）を横断して近傍の河床に別所岳安山岩類が連続的に分布し，そこに断層は認め
られない。

※

河内

ルートマップ

200m0

写真①撮影方向

写真①

写真②撮影方向

写真② 写真③

SSENNW NS WE

写真③撮影方向

節理：N49E/81NW
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【河内南方のトレンチ調査結果】
西谷内リニアメント

調査位置図

拡大範囲

トレンチ調査位置

下図範囲

・西谷内リニアメント（南側）として判読した丘陵斜面における比較的明瞭な急崖を横断してトレンチ調査を実
施した結果，草木互層が連続して分布しており，そこに断層は認められない。

※

トレンチ調査結果（上：写真，下：スケッチ）

河内
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西谷内リニアメント（北側）

西谷内リニアメント（南側）



【河内南方の露頭調査結果】

写真

西谷内リニアメント

調査位置図

拡大範囲

露頭調査位置

下図範囲

不整合面

別所岳安山岩類

草木互層

SENW

SENW

・西谷内リニアメント（南側）の近傍において，草木互層が別所岳安山岩類を
不整合に覆っている。

スケッチ

別
所
岳

安
山
岩
類

別所岳安山岩類 安山岩質火砕岩

不整合面
：別所岳安山岩類の凝灰岩を草木互層の
基底礫岩が不整合に覆う。
不整合面はやや凹凸を有するが，大局的
には緩やかに西側に傾斜する
(N12°E/5°W)。
なお，本露頭の別所岳安山岩類の凝灰
岩および草木互層の礫岩に破砕部は認
められない。

※

白色軽石質凝灰岩
：表面は風化により赤色を呈す。
火山礫凝灰岩と細粒凝灰岩が不均質に
混在する。
また，不整合面直下は酸化を受け褐色を
呈す。

草木互層
礫岩
：礫種は安山岩および安山岩（礫径約2-3cm
の亜円礫）からなる火山礫礫岩を主体とし，
下位層より取り込まれた軽石質凝灰岩が認
められる。
平均径は10cm前後（最大径約40cm）で，亜
円～亜角礫。弱風化を受ける。
基質は暗褐色砂混じり中粒砂よりなり，一部
は土壌化を被り粘性を有する。
草木互層の基底礫に相当する。

河内
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西谷内リニアメント（北側）

西谷内リニアメント（南側）



○田尻滝西方の断層の南部及び今泉ほか（2018）の推定活断層の位置の沢部で地表踏査を実施した結果，河床部に沿って非破砕で堅硬な谷出礫岩層が連続して
分布し，そこに断層は認められない。

（5）七尾市中島町西谷内周辺の断層の地質調査 －田尻滝西方の断層－

写真①

写真②

EW

NWSE

地表踏査結果（ルートマップ）

凡 例

写真①撮影方向

写真②撮影方向

位置図

田尻滝西方
の断層

下図範囲

［今泉ほか（2018）］

推定活断層

［活断層研究会（1991）他※］

活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）

凡例

※：活断層研究会（1991）のほか，太田・国土地理院（1997）による。
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○越ヶ口西方の断層と推定される位置で地表踏査を実施した結果，非破砕の別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が分布し，そこに断層は認められない。

○二口西方の断層と推定される位置の沢部で地表踏査を実施した結果，河床部に沿って非破砕の別所岳安山岩類の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が分布し，そこに断層は認められない。

（5）七尾市中島町西谷内周辺の断層の地質調査 －越ヶ口西方の断層，二口西方の断層－

位置図

越ヶ口西方
の断層

下図範囲

［今泉ほか（2018）］

推定活断層

［活断層研究会（1991）他※］

活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）

凡例

※：活断層研究会（1991）のほか，太田・国土地理院（1997）による。

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

（1991）

二口西方
の断層

写真②

NESW

写真①

NS
W

写真②撮影方向

写真①撮影方向
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